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流域委員会での質問について

参考資料-1

22

北川自然再生計画の目標設定時において、昭和20年～30年代の北川の姿とし
て「みお筋は蛇行し、瀬・淵が明瞭で河原や河畔林等多様な環境であった。」と記
載した理由について、実地調査による定量的な数値から判断したものではなく、
河畔林は北川自然再生計画検討委員会での発言、みお筋の蛇行・瀬・淵等の変
化は、航空写真から見た状況判断によるものである。昭和38年と平成８年の航空
写真の比較をＰ3～Ｐ4に示す。
河床勾配の変化については、Ｐ5～Ｐ6に示す。

問 昭和30年代前半と現在との「川の蛇行・瀬・淵等」の変化につ
いて、定量的に示してほしい。
また、河床勾配の変化についても示してほしい。
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12.2km付近上流側の
急縮部や堰下流部で
は、出水による局所的
な洗掘傾向がみられる。

北川平均河床高縦断図5.0～10.0km（昭和46年～平成16年）
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北川平均河床高縦断図0.0～5.0km（昭和46年～平成16年）
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北川平均河床高縦断図10.0～15.0km（昭和46年～平成16年）

遠敷川平均河床高縦断図（昭和57年～平成16年）
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問 北川の正常流量に与える河内川ダムの効果を定量的に示し
てほしい。

河内川ダム計画では正常流量の一部として、新道地点において0.15m3/s、下吉
田地点において0.25m3/sを補給する計画となっているが、高塚地点は補給対象地
点に設定されていない。
以下に示すのは、河内川ダムの運用上、高塚地点おいて北川河川整備基本方
針で設定した正常流量を下回るような場合、河内川ダムに貯留制限を実施するこ
とを前提とした効果である。
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正常流量の確保までは至らないものの、ある程度の効果が見込まれる。



99

問 遠敷川より下流を50年確率で整備するとしているが、遠敷川よ
り上流の確率年を示してほしい。
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問 「非毎年」についての説明をしてほしい。

３位３位２位２位１位１位

6767

5757

6464

7474

55時間雨量時間雨量(mm)(mm)
年年

5555H13H13
3636H12H12

8787113113H11H11
6969138138H10H10

5353H15H15
4848H14H14

5151H8H8
59598383H7H7
86868989H6H6

9494H17H17
9393148148H16H16

62626363H9H9

5353H5H5
4343H4H4
4141H3H3

5959132132H2H2
4747H1H1

63636464S63S63
4949S62S62
5252S61S61

68686969S60S60
5151S59S59

61618080S58S58
143143S57S57
7575S56S56
3737S55S55

8787126126S54S54
7373S53S53
2929S52S52
4747S51S51
6767S50S50
5151S49S49
3838S48S48

108108170170S47S47
北川の時間雨量データは、昭和４７年から平成1７
年まで３４ヵ年である。

サンプリング
・毎年値（毎年の第１位の資料を抽出）
・非毎年値（３４ヵ年の第１位から第３４位までを抽出）

非毎年の発生間隔がポアソン分布に従い、かつ洪水
の発生確率が1.65回/年より大きい場合、毎年値より高
精度の確率水文量が得られる。

※「毎年資料と非毎年資料による確率水文量の評価
寶・田中研究論文」 より

非毎年値の確率計算結果を採用

毎年値

黄
字
は
非
毎
年
値

非毎年の洪水の発生間隔がポアソン分布に従い、か
つ発生確率が1.65回/年より大きいことを確認
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問 基本方針でも使われていた５時間雨量の設定について教えて
ほしい。

①実験式等に基づく洪水到達時間
角屋式およびKinematic Ｗave法に基づく洪水到達時間の算定結果は、以下
のとおりである。

実験式等による洪水到達時間算定結果
角屋式 4.9時間
Kinematic Ｗave法 4.7時間

②高塚地点のピーク流量と短時間雨量の関係
実績の高塚地点のピーク流量と短時間雨量の関係は、以下のとおりである。
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問 整備計画流量を対象とした流量確率の検討結果を示してほし
い。

 平方根指数型最大値分布 
一般化極値分布 
対数ピアソンⅢ型分布（対数空間法）

岩井法 
対数正規分布３母数クオンタイル 
対数正規分布Ｌ積率法 
対数正規分布２母数積率法 

昭和34年～平成17年ま
での47ヵ年のデータを基
に、確率計算を行った結
果、整備目標流量である
1,500m3/sの流量確率は、
45～88年確率となる。
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問 井の口川の流域人口は６万9000人で、笙の川が２万2500人に
ついて、確認してほしい。
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26,60026,600

訂正訂正前回委員会提示前回委員会提示

163163
853853
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1414

210210

2,9302,930

流域面積流域面積

(km(km22))

22,50022,500
280,000280,000
7,0007,000
69,00069,000
6,6006,600

21,00021,000

660,000660,000

人口人口((人人))

５０年５０年北川北川

５０年５０年笙の川笙の川
５０年５０年日野川日野川
３０年３０年佐分利川佐分利川
５０年５０年井の口川井の口川
３０年３０年多田川多田川

福井県福井県

管理河川管理河川

８０年８０年九頭竜川九頭竜川国国

管理河川管理河川

備考備考確率確率河川名河川名管理者管理者

福井県内河川の整備計画規模の提示時に記載していた流域内人口について、
流域内人口を確認した結果、井の口は26,600人、佐分利川は3,100人に訂正し
ます。


